


2403008311

別表

電子入札

0 調達案件番号

1 工事（業務）番号

工事（業務）名

工事（履行）場所

工事（業務）内容

工期（履行期間）

電子入札案件区分

16

施行担当課

電話番号

6
入札参加資格の
申請及び審査 申請書等提出期限（日）

自己採点表：入札期間内に提出すること。※「16．注意事項」を参照するこ
と。
総合評価に係る技術資料：開札日の翌日まで（審査順１位の入札者のみ）

審査方式
総合評価落札方式（一括審査Ⅰ型・事後審査方式）（入札参加資格の確認は
落札を保留して行う。）

落札結果通知予定日 令和6年7月10日

入札期間（年月日）

開札予定日時

札幌市中央区北1条西2丁目　札幌市役所本庁舎14階財政局入札室

（入札日等訂正版）

24（下）第 0083 号

2403008311

2 工事（業務）概要

茨戸処理区篠路２条２丁目ほか下水道新設工事

札幌市北区篠路２条２丁目ほか

工事総延長　Ｌ＝225ｍ
１　管きょ工（管更生）　Ｄ＝500～300ｍｍ　Ｌ＝225ｍ

この工事は、「余裕期間制度（フレックス方式）」による工事である。※詳
細は、「16.注意事項」を参照すること。

11
入札及び開札の日
時・場所等

電子入札システムによること。提出方法

令和6年06月25日　09時40分

場所

17
施行担当課及び
電話番号

下）事業推進部管路保全課

011-818-3451

※告示文及び入札説明書を参照すること。

※本工事は、入札者が作成した「自己採点表」に記された評価区分及びその得点に基づき
算出した総合評価点により審査順位及び審査対象者を決定する簡易確認方式の工事であ
る。

※全入札者は「自己採点表」を、指定する期間（11入札期間）に、電子入札システムによ
り提出（入札時に添付）するか、契約管理課あて持参の上提出（本庁舎14階財政局閲覧室
に投函）しなければならない。なお、本工事は一括審査方式の対象工事であるため、「自
己採点表」は、入札説明書で指定する対象工事の中で、入札を希望する工事のうち、最も
開札順の早い工事の入札時に提出（添付）すること。
※全入札者のうち電子入札を行う者は、入札時に自らの得点合計を電子入札システムによ
り申告しなければならない。
※開札後、審査順１位の入札者は申請書類等（直近の経営規模等評価結果通知書・総合評
定値通知書の写、消費税及び地方消費税免税事業者申出書を含む。なお、消費税及び地方
消費税免税事業者申出書は免税事業者である者のみが提出）を指定する期間（６申請書等
提出期限（日））に、契約管理課あて持参の上提出（本庁舎14階財政局閲覧室に投函）し
なければならない。

※本工事は、同一開札日の複数の工事において、技術評価に関する資料を共通化して審査
を行う一括審査方式の対象工事である。

※本工事は週休２日による施工の対象工事である。詳細は特記仕様書を参照すること。

※本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、労働者確
保等の準備を行うことができる余裕期間を設定した工事である（本工事における余裕期間
の取扱いについては、特記仕様書を確認すること。）。
工期は契約締結期限日から「令和7年01月01日」までの期間内で、落札者が申し出た期間と
する。
本工事の契約保証期間は、契約締結日からしゅん功日までを含む期間を対象とする保証と
する。

注意事項

令和6年06月21日　（08時00分～20時00分）
令和6年06月24日　（08時00分～17時00分）

電子入札



特記仕様書（フレックス工期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 主任技術者等の専任期間について 

１ 契約締結日から工事開始日の前日までの期間については、主任技術者又

は監理技術者の配置を要しない。 

２ 工事開始日から現場着手日までの期間（現場事務所の設置、資機材の搬

入又は仮設工事等が開始されるまでの期間）については、主任技術者又は

監理技術者の工事現場での専任を要しない。 

 

○ 工期について 

本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、

労働者確保等の準備を行うことができる余裕期間と通常工期を合わせた全体

工期を設定した工事であり、発注者が示した工事しゅん功期限までの間で、

受注者は工事の始期及び終期を任意に設定できる。なお、契約を締結するま

での間に、別記様式１により、工事の始期及び終期を通知すること。 

工事開始日までの余裕期間内は、現場に搬入しない資材等の準備を行うこ

とができるが、資材の搬入や仮設物の設置等、工事の着手を行ってはならな

い。なお、余裕期間内に行う準備は受注者の責により行うものとする。 

【全体工期】 

「契約締結期限日」から「令和６年１２月２４日」まで 

 

【積算上の通常工期】 

「契約締結期限日」から「令和６年１０月２５日」まで 

 

※契約締結日から工事開始日の前日までの期間は、当該工事現場の管理は発

注者の責任において行う。 

※契約締結期限日とは、告示別表「13 契約締結に関する事項等」に示す契約

締結期限日のことをいう。 

 

○ 施工時期、工事期間等による補正について 

  本工事は、工事開始日を契約締結期限日と設定し、工期の設定及び積算を

行っている。 

受注者が設定した工期に基づく契約により増加する経費は、受注者の負担

とする。 

 

○ CORINS への登録について 

  技術者の従事期間は、実工期をもって登録するものとする。（余裕期間を

含まないことに留意するものとする。） 

 

○ 寒中コンクリート打設に係る防寒、加熱及び除雪費について 

寒中コンクリートの養生費及び除雪費は、契約の実工期内における妥当な工

程を契約締結期限日からの工程に置き換えて寒中コンクリートの養生及び除

雪の必要が認められる場合、協議の上、設計変更できるものとする。  

誤



特記仕様書（フレックス工期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 主任技術者等の専任期間について 

１ 契約締結日から工事開始日の前日までの期間については、主任技術者又

は監理技術者の配置を要しない。 

２ 工事開始日から現場着手日までの期間（現場事務所の設置、資機材の搬

入又は仮設工事等が開始されるまでの期間）については、主任技術者又は

監理技術者の工事現場での専任を要しない。 

 

○ 工期について 

本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、

労働者確保等の準備を行うことができる余裕期間と通常工期を合わせた全体

工期を設定した工事であり、発注者が示した工事しゅん功期限までの間で、

受注者は工事の始期及び終期を任意に設定できる。なお、契約を締結するま

での間に、別記様式１により、工事の始期及び終期を通知すること。 

工事開始日までの余裕期間内は、現場に搬入しない資材等の準備を行うこ

とができるが、資材の搬入や仮設物の設置等、工事の着手を行ってはならな

い。なお、余裕期間内に行う準備は受注者の責により行うものとする。 

【全体工期】 

「契約締結期限日」から「令和７年 １月 １日」まで 

 

【積算上の通常工期】 

「契約締結期限日」から「令和６年１１月 ２日」まで 

 

※契約締結日から工事開始日の前日までの期間は、当該工事現場の管理は発

注者の責任において行う。 

※契約締結期限日とは、告示別表「13 契約締結に関する事項等」に示す契約

締結期限日のことをいう。 

 

○ 施工時期、工事期間等による補正について 

  本工事は、工事開始日を契約締結期限日と設定し、工期の設定及び積算を

行っている。 

受注者が設定した工期に基づく契約により増加する経費は、受注者の負担

とする。 

 

○ CORINS への登録について 

  技術者の従事期間は、実工期をもって登録するものとする。（余裕期間を

含まないことに留意するものとする。） 

 

○ 寒中コンクリート打設に係る防寒、加熱及び除雪費について 

寒中コンクリートの養生費及び除雪費は、契約の実工期内における妥当な工

程を契約締結期限日からの工程に置き換えて寒中コンクリートの養生及び除

雪の必要が認められる場合、協議の上、設計変更できるものとする。  

正



工事番号

工事区分

事業区分工事名

工事区分・工種・種別 単位 数量 数量増減 摘要

設計総括表（金抜き）

茨戸処理区篠路2条2丁目ほか下水道新設工事 当    初 下水道事業

管路

管路

式         1    

0000

　管きょ工(管更生)
　
　 式         1    

 　　管更生工(自立管φ200~φ700)
　　
　　 式         1    

 　　管更生工(自立管φ200~φ700)
　　
　　 式         1    

 　　管更生工(自立管φ200~φ700)
　　
　　 式         1    

 　　管更生工(自立管φ200~φ700)
　　
　　 式         1    

 　　管更生工(自立管φ200~φ700)
　　
　　 式         1    

 　　管更生工(自立管φ200~φ700)
　　
　　 式         1    

 　　管更生工(自立管φ200~φ700)
　　
　　 式         1    

 　　管更生工(自立管φ200~φ700)
　　
　　 式         1    

 　　管更生工(自立管φ200~φ700)
　　
　　 式         1    

　　水替工
　　
　　 式         1    

　　換気工
　　
　　 式         1    

                                  札幌市- 1 -

追加



工事番号

工事区分

事業区分工事名

工事区分・工種・種別 単位 数量 数量増減 摘要

設計総括表（金抜き）

茨戸処理区篠路2条2丁目ほか下水道新設工事 当    初 下水道事業

管路

　　更生材処分工
　　
　　 式         1    

0000

　マンホール工
　
　 式         1    

　　マンホール工
　　
　　 式         1    

下水道分野共通

式         1    

　仮設工
　
　 式         1    

　　交通管理工
　　
　　 式         1    

直接工事費
　　　　　　　冬期屋外労務補正：補正なし　　　　　　　　　　　　

式         1    

共通仮設費

式         1    

　共通仮設費
　
　 式         1    

　　準備費
　　
　　 式         1    

　共通仮設費（率計上）
　　　　　　　工種区分：下水道工事（４）
　　　　　　　施工地域区分：大都市（２） 式         1    

純工事費

式         1    

　現場管理費
　　　　　　　率の冬期補正：適用あり（２級地）　　　　　　　　　
　　　　　　　施工地域区分：大都市（２） 式         1    

                                  札幌市- 2 -

追加



工事番号

工事区分

事業区分工事名

工事区分・工種・種別 単位 数量 数量増減 摘要

設計総括表（金抜き）

茨戸処理区篠路2条2丁目ほか下水道新設工事 当    初 共通仮設費

共通仮設費

工事原価

式         1    

0000

　一般管理費等
　　　　　　　前払金支出割合：保証なし又は３５％超　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　契約保証補正：発注者が金銭的保証を必要とする場合　　　　　　　　 式         1    

工事価格

式         1    

消費税等相当額

式         1    

工事費計

式         1    

                                  札幌市- 3 -

追加



2403008411

別表

電子入札

0 調達案件番号

1 工事（業務）番号

工事（業務）名

工事（履行）場所

工事（業務）内容

工期（履行期間）

電子入札案件区分

16

施行担当課

電話番号

6
入札参加資格の
申請及び審査 申請書等提出期限（日）

自己採点表：入札期間内に提出すること。※「16．注意事項」を参照するこ
と。
総合評価に係る技術資料：開札日の翌日まで（審査順１位の入札者のみ）

審査方式
総合評価落札方式（一括審査Ⅰ型・事後審査方式）（入札参加資格の確認は
落札を保留して行う。）

落札結果通知予定日 令和6年7月10日

入札期間（年月日）

開札予定日時

札幌市中央区北1条西2丁目　札幌市役所本庁舎14階財政局入札室

（入札日等訂正版）

24（下）第 0084 号

2403008411

2 工事（業務）概要

手稲処理区西町北１丁目ほか下水道新設工事

札幌市西区西町北１丁目ほか

工事総延長　Ｌ＝350ｍ
１　管きょ工（管更生）　Ｄ＝400～300ｍｍ　Ｌ＝350ｍ

この工事は、「余裕期間制度（フレックス方式）」による工事である。※詳
細は、「16.注意事項」を参照すること。

11
入札及び開札の日
時・場所等

電子入札システムによること。提出方法

令和6年06月25日　09時30分

場所

17
施行担当課及び
電話番号

下）事業推進部管路保全課

011-818-3451

※告示文及び入札説明書を参照すること。

※本工事は、入札者が作成した「自己採点表」に記された評価区分及びその得点に基づき算
出した総合評価点により審査順位及び審査対象者を決定する簡易確認方式の工事である。

※全入札者は「自己採点表」を、指定する期間（11入札期間）に、電子入札システムにより
提出（入札時に添付）するか、契約管理課あて持参の上提出（本庁舎14階財政局閲覧室に投
函）しなければならない。なお、本工事は一括審査方式の対象工事であるため、「自己採点
表」は、入札説明書で指定する対象工事の中で、入札を希望する工事のうち、最も開札順の
早い工事の入札時に提出（添付）すること。
※全入札者のうち電子入札を行う者は、入札時に自らの得点合計を電子入札システムにより
申告しなければならない。
※開札後、審査順１位の入札者は申請書類等（直近の経営規模等評価結果通知書・総合評定
値通知書の写、消費税及び地方消費税免税事業者申出書を含む。なお、消費税及び地方消費
税免税事業者申出書は免税事業者である者のみが提出）を指定する期間（６申請書等提出期
限（日））に、契約管理課あて持参の上提出（本庁舎14階財政局閲覧室に投函）しなければ
ならない。

※本工事は、同一開札日の複数の工事において、技術評価に関する資料を共通化して審査を
行う一括審査方式の対象工事である。

※本工事は週休２日による施工の対象工事である。詳細は特記仕様書を参照すること。

※本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、労働者確保
等の準備を行うことができる余裕期間を設定した工事である（本工事における余裕期間の取
扱いについては、特記仕様書を確認すること。）。
工期は契約締結期限日から「令和7年01月11日」までの期間内で、落札者が申し出た期間と
する。
本工事の契約保証期間は、契約締結日からしゅん功日までを含む期間を対象とする保証とす
る。

注意事項

令和6年06月21日（08時00分～20時00分）
令和6年06月24日（08時00分～17時00分）

電子入札



特記仕様書（フレックス工期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 主任技術者等の専任期間について 

１ 契約締結日から工事開始日の前日までの期間については、主任技術者又

は監理技術者の配置を要しない。 

２ 工事開始日から現場着手日までの期間（現場事務所の設置、資機材の搬

入又は仮設工事等が開始されるまでの期間）については、主任技術者又は

監理技術者の工事現場での専任を要しない。 

 

○ 工期について 

本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、

労働者確保等の準備を行うことができる余裕期間と通常工期を合わせた全体

工期を設定した工事であり、発注者が示した工事しゅん功期限までの間で、

受注者は工事の始期及び終期を任意に設定できる。なお、契約を締結するま

での間に、別記様式１により、工事の始期及び終期を通知すること。 

工事開始日までの余裕期間内は、現場に搬入しない資材等の準備を行うこ

とができるが、資材の搬入や仮設物の設置等、工事の着手を行ってはならな

い。なお、余裕期間内に行う準備は受注者の責により行うものとする。 

【全体工期】 

「契約締結期限日」から「令和 7 年 1 月 3 日」まで 

 

【積算上の通常工期】 

「契約締結期限日」から「令和 6 年 11 月 4 日」まで 

 

※契約締結日から工事開始日の前日までの期間は、当該工事現場の管理は発

注者の責任において行う。 

※契約締結期限日とは、告示別表「13 契約締結に関する事項等」に示す契約

締結期限日のことをいう。 

 

○ 施工時期、工事期間等による補正について 

  本工事は、工事開始日を契約締結期限日と設定し、工期の設定及び積算を

行っている。 

受注者が設定した工期に基づく契約により増加する経費は、受注者の負担

とする。 

 

○ CORINS への登録について 

  技術者の従事期間は、実工期をもって登録するものとする。（余裕期間を

含まないことに留意するものとする。） 

 

○ 寒中コンクリート打設に係る防寒、加熱及び除雪費について 

寒中コンクリートの養生費及び除雪費は、契約の実工期内における妥当な工

程を契約締結期限日からの工程に置き換えて寒中コンクリートの養生及び除

雪の必要が認められる場合、協議の上、設計変更できるものとする。  

誤



特記仕様書（フレックス工期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 主任技術者等の専任期間について 

１ 契約締結日から工事開始日の前日までの期間については、主任技術者又

は監理技術者の配置を要しない。 

２ 工事開始日から現場着手日までの期間（現場事務所の設置、資機材の搬

入又は仮設工事等が開始されるまでの期間）については、主任技術者又は

監理技術者の工事現場での専任を要しない。 

 

○ 工期について 

本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、

労働者確保等の準備を行うことができる余裕期間と通常工期を合わせた全体

工期を設定した工事であり、発注者が示した工事しゅん功期限までの間で、

受注者は工事の始期及び終期を任意に設定できる。なお、契約を締結するま

での間に、別記様式１により、工事の始期及び終期を通知すること。 

工事開始日までの余裕期間内は、現場に搬入しない資材等の準備を行うこ

とができるが、資材の搬入や仮設物の設置等、工事の着手を行ってはならな

い。なお、余裕期間内に行う準備は受注者の責により行うものとする。 

【全体工期】 

「契約締結期限日」から「令和 7 年 1 月 11 日」まで 

 

【積算上の通常工期】 

「契約締結期限日」から「令和 6 年 11 月 12 日」まで 

 

※契約締結日から工事開始日の前日までの期間は、当該工事現場の管理は発

注者の責任において行う。 

※契約締結期限日とは、告示別表「13 契約締結に関する事項等」に示す契約

締結期限日のことをいう。 

 

○ 施工時期、工事期間等による補正について 

  本工事は、工事開始日を契約締結期限日と設定し、工期の設定及び積算を

行っている。 

受注者が設定した工期に基づく契約により増加する経費は、受注者の負担

とする。 

 

○ CORINS への登録について 

  技術者の従事期間は、実工期をもって登録するものとする。（余裕期間を

含まないことに留意するものとする。） 

 

○ 寒中コンクリート打設に係る防寒、加熱及び除雪費について 

寒中コンクリートの養生費及び除雪費は、契約の実工期内における妥当な工

程を契約締結期限日からの工程に置き換えて寒中コンクリートの養生及び除

雪の必要が認められる場合、協議の上、設計変更できるものとする。  

正



2403008511

別表

電子入札

0 調達案件番号

1 工事（業務）番号

工事（業務）名

工事（履行）場所

工事（業務）内容

工期（履行期間）

電子入札案件区分

16

施行担当課

電話番号

6
入札参加資格の
申請及び審査 申請書等提出期限（日）

自己採点表：入札期間内に提出すること。※「16．注意事項」を参照するこ
と。
総合評価に係る技術資料：開札日の翌日まで（審査順１位の入札者のみ）

審査方式
総合評価落札方式（一括審査Ⅰ型・事後審査方式）（入札参加資格の確認は
落札を保留して行う。）

落札結果通知予定日 令和6年7月10日

入札期間（年月日）

開札予定日時

札幌市中央区北1条西2丁目　札幌市役所本庁舎14階財政局入札室

（入札日等訂正版）

24（下）第 0085 号

2403008511

2 工事（業務）概要

手稲処理区発寒１７条１４丁目下水道新設工事

札幌市西区発寒１７条１４丁目

工事総延長　Ｌ＝270ｍ
１　管きょ工（管更生）　Ｄ＝450～300ｍｍ　Ｌ＝270ｍ

この工事は、「余裕期間制度（フレックス方式）」による工事である。※詳
細は、「16.注意事項」を参照すること。

11
入札及び開札の日
時・場所等

電子入札システムによること。提出方法

令和6年06月25日　09時45分

場所

17
施行担当課及び
電話番号

下）事業推進部管路保全課

011-818-3451

※告示文及び入札説明書を参照すること。

※本工事は、入札者が作成した「自己採点表」に記された評価区分及びその得点に基づき算
出した総合評価点により審査順位及び審査対象者を決定する簡易確認方式の工事である。

※全入札者は「自己採点表」を、指定する期間（11入札期間）に、電子入札システムにより
提出（入札時に添付）するか、契約管理課あて持参の上提出（本庁舎14階財政局閲覧室に投
函）しなければならない。なお、本工事は一括審査方式の対象工事であるため、「自己採点
表」は、入札説明書で指定する対象工事の中で、入札を希望する工事のうち、最も開札順の
早い工事の入札時に提出（添付）すること。
※全入札者のうち電子入札を行う者は、入札時に自らの得点合計を電子入札システムにより
申告しなければならない。
※開札後、審査順１位の入札者は申請書類等（直近の経営規模等評価結果通知書・総合評定
値通知書の写、消費税及び地方消費税免税事業者申出書を含む。なお、消費税及び地方消費
税免税事業者申出書は免税事業者である者のみが提出）を指定する期間（６申請書等提出期
限（日））に、契約管理課あて持参の上提出（本庁舎14階財政局閲覧室に投函）しなければ
ならない。

※本工事は、同一開札日の複数の工事において、技術評価に関する資料を共通化して審査を
行う一括審査方式の対象工事である。

※本工事は週休２日による施工の対象工事である。詳細は特記仕様書を参照すること。

※本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、労働者確保
等の準備を行うことができる余裕期間を設定した工事である（本工事における余裕期間の取
扱いについては、特記仕様書を確認すること。）。
工期は契約締結期限日から「令和7年01月01日」までの期間内で、落札者が申し出た期間と
する。
本工事の契約保証期間は、契約締結日からしゅん功日までを含む期間を対象とする保証とす
る。

注意事項

令和6年06月21日（08時00分～20時00分）
令和6年06月24日（08時00分～17時00分）

電子入札



特記仕様書（フレックス工期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 主任技術者等の専任期間について 

１ 契約締結日から工事開始日の前日までの期間については、主任技術者又

は監理技術者の配置を要しない。 

２ 工事開始日から現場着手日までの期間（現場事務所の設置、資機材の搬

入又は仮設工事等が開始されるまでの期間）については、主任技術者又は

監理技術者の工事現場での専任を要しない。 

 

○ 工期について 

本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、

労働者確保等の準備を行うことができる余裕期間と通常工期を合わせた全体

工期を設定した工事であり、発注者が示した工事しゅん功期限までの間で、

受注者は工事の始期及び終期を任意に設定できる。なお、契約を締結するま

での間に、別記様式１により、工事の始期及び終期を通知すること。 

工事開始日までの余裕期間内は、現場に搬入しない資材等の準備を行うこ

とができるが、資材の搬入や仮設物の設置等、工事の着手を行ってはならな

い。なお、余裕期間内に行う準備は受注者の責により行うものとする。 

【全体工期】 

「契約締結期限日」から「令和６年１２月２４日」まで 

 

【積算上の通常工期】 

「契約締結期限日」から「令和６年１０月２５日」まで 

 

※契約締結日から工事開始日の前日までの期間は、当該工事現場の管理は発

注者の責任において行う。 

※契約締結期限日とは、告示別表「13 契約締結に関する事項等」に示す契約

締結期限日のことをいう。 

 

○ 施工時期、工事期間等による補正について 

  本工事は、工事開始日を契約締結期限日と設定し、工期の設定及び積算を

行っている。 

受注者が設定した工期に基づく契約により増加する経費は、受注者の負担

とする。 

 

○ CORINS への登録について 

  技術者の従事期間は、実工期をもって登録するものとする。（余裕期間を

含まないことに留意するものとする。） 

 

○ 寒中コンクリート打設に係る防寒、加熱及び除雪費について 

寒中コンクリートの養生費及び除雪費は、契約の実工期内における妥当な工

程を契約締結期限日からの工程に置き換えて寒中コンクリートの養生及び除

雪の必要が認められる場合、協議の上、設計変更できるものとする。  

誤



特記仕様書（フレックス工期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 主任技術者等の専任期間について 

１ 契約締結日から工事開始日の前日までの期間については、主任技術者又

は監理技術者の配置を要しない。 

２ 工事開始日から現場着手日までの期間（現場事務所の設置、資機材の搬

入又は仮設工事等が開始されるまでの期間）については、主任技術者又は

監理技術者の工事現場での専任を要しない。 

 

○ 工期について 

本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、

労働者確保等の準備を行うことができる余裕期間と通常工期を合わせた全体

工期を設定した工事であり、発注者が示した工事しゅん功期限までの間で、

受注者は工事の始期及び終期を任意に設定できる。なお、契約を締結するま

での間に、別記様式１により、工事の始期及び終期を通知すること。 

工事開始日までの余裕期間内は、現場に搬入しない資材等の準備を行うこ

とができるが、資材の搬入や仮設物の設置等、工事の着手を行ってはならな

い。なお、余裕期間内に行う準備は受注者の責により行うものとする。 

【全体工期】 

「契約締結期限日」から「令和７年 １月 １日」まで 

 

【積算上の通常工期】 

「契約締結期限日」から「令和６年１１月 ２日」まで 

 

※契約締結日から工事開始日の前日までの期間は、当該工事現場の管理は発

注者の責任において行う。 

※契約締結期限日とは、告示別表「13 契約締結に関する事項等」に示す契約

締結期限日のことをいう。 

 

○ 施工時期、工事期間等による補正について 

  本工事は、工事開始日を契約締結期限日と設定し、工期の設定及び積算を

行っている。 

受注者が設定した工期に基づく契約により増加する経費は、受注者の負担

とする。 

 

○ CORINS への登録について 

  技術者の従事期間は、実工期をもって登録するものとする。（余裕期間を

含まないことに留意するものとする。） 

 

○ 寒中コンクリート打設に係る防寒、加熱及び除雪費について 

寒中コンクリートの養生費及び除雪費は、契約の実工期内における妥当な工

程を契約締結期限日からの工程に置き換えて寒中コンクリートの養生及び除

雪の必要が認められる場合、協議の上、設計変更できるものとする。  

正



工事番号

工事区分

事業区分工事名

工事区分・工種・種別 単位 数量 数量増減 摘要

設計総括表（金抜き）

手稲処理区発寒17条14丁目下水道新設工事 当    初 下水道事業

下水道分野共通

下水道分野共通

式         1    

　仮設工
　
　 式         1    

　　交通管理工
　　
　　 式         1    

直接工事費
　　　　　　　冬期屋外労務補正：補正なし　　　　　　　　　　　　

式         1    

共通仮設費

式         1    

　共通仮設費
　
　 式         1    

　　準備費
　　
　　 式         1    

　共通仮設費（率計上）
　　　　　　　工種区分：下水道工事（４）
　　　　　　　施工地域区分：大都市（２） 式         1    

純工事費

式         1    

　現場管理費
　　　　　　　率の冬期補正：適用なし　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　施工地域区分：大都市（２） 式         1    

工事原価

式         1    

　一般管理費等
　　　　　　　前払金支出割合：保証なし又は３５％超　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　契約保証補正：発注者が金銭的保証を必要とする場合　　　　　　　　 式         1    

工事価格

式         1    

                      札幌市下水道河川局- 2 -

誤



工事番号

工事区分

事業区分工事名

工事区分・工種・種別 単位 数量 数量増減 摘要

設計総括表（金抜き）

手稲処理区発寒17条14丁目下水道新設工事 当    初 下水道事業

下水道分野共通

下水道分野共通

式         1    

　仮設工
　
　 式         1    

　　交通管理工
　　
　　 式         1    

直接工事費
　　　　　　　冬期屋外労務補正：補正なし　　　　　　　　　　　　

式         1    

共通仮設費

式         1    

　共通仮設費
　
　 式         1    

　　準備費
　　
　　 式         1    

　共通仮設費（率計上）
　　　　　　　工種区分：下水道工事（４）
　　　　　　　施工地域区分：大都市（２） 式         1    

純工事費

式         1    

　現場管理費
　　　　　　　率の冬期補正：適用あり（２級地）　　　　　　　　　
　　　　　　　施工地域区分：大都市（２） 式         1    

工事原価

式         1    

　一般管理費等
　　　　　　　前払金支出割合：保証なし又は３５％超　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　契約保証補正：発注者が金銭的保証を必要とする場合　　　　　　　　 式         1    

工事価格

式         1    

                      札幌市下水道河川局- 2 -

正



2403008611

別表

電子入札

0 調達案件番号

1 工事（業務）番号

工事（業務）名

工事（履行）場所

工事（業務）内容

工期（履行期間）

電子入札案件区分

16

施行担当課

電話番号

6
入札参加資格の
申請及び審査 申請書等提出期限（日）

自己採点表：入札期間内に提出すること。※「16．注意事項」を参照するこ
と。
総合評価に係る技術資料：開札日の翌日まで（審査順１位の入札者のみ）

審査方式
総合評価落札方式（一括審査Ⅰ型・事後審査方式）（入札参加資格の確認は
落札を保留して行う。）

落札結果通知予定日 令和6年7月10日

入札期間（年月日）

開札予定日時

札幌市中央区北1条西2丁目　札幌市役所本庁舎14階財政局入札室

（入札日等訂正版）

24（下）第 0086 号

2403008611

2 工事（業務）概要

創成川処理区屯田３条６丁目ほか下水道新設工事

札幌市北区屯田３条６丁目ほか

工事総延長　Ｌ＝350ｍ
１　管きょ工（管更生）　Ｄ＝300ｍｍ　Ｌ＝350ｍ

この工事は、「余裕期間制度（フレックス方式）」による工事である。※詳
細は、「16.注意事項」を参照すること。

11
入札及び開札の日
時・場所等

電子入札システムによること。提出方法

令和6年06月25日　09時35分

場所

17
施行担当課及び
電話番号

下）事業推進部管路保全課

011-818-3451

※告示文及び入札説明書を参照すること。

※本工事は、入札者が作成した「自己採点表」に記された評価区分及びその得点に基づき算
出した総合評価点により審査順位及び審査対象者を決定する簡易確認方式の工事である。

※全入札者は「自己採点表」を、指定する期間（11入札期間）に、電子入札システムにより
提出（入札時に添付）するか、契約管理課あて持参の上提出（本庁舎14階財政局閲覧室に投
函）しなければならない。なお、本工事は一括審査方式の対象工事であるため、「自己採点
表」は、入札説明書で指定する対象工事の中で、入札を希望する工事のうち、最も開札順の
早い工事の入札時に提出（添付）すること。
※全入札者のうち電子入札を行う者は、入札時に自らの得点合計を電子入札システムにより
申告しなければならない。
※開札後、審査順１位の入札者は申請書類等（直近の経営規模等評価結果通知書・総合評定
値通知書の写、消費税及び地方消費税免税事業者申出書を含む。なお、消費税及び地方消費
税免税事業者申出書は免税事業者である者のみが提出）を指定する期間（６申請書等提出期
限（日））に、契約管理課あて持参の上提出（本庁舎14階財政局閲覧室に投函）しなければ
ならない。

※本工事は、同一開札日の複数の工事において、技術評価に関する資料を共通化して審査を
行う一括審査方式の対象工事である。

※本工事は週休２日による施工の対象工事である。詳細は特記仕様書を参照すること。

※本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、労働者確保
等の準備を行うことができる余裕期間を設定した工事である（本工事における余裕期間の取
扱いについては、特記仕様書を確認すること。）。
工期は契約締結期限日から「令和7年01月11日」までの期間内で、落札者が申し出た期間と
する。
本工事の契約保証期間は、契約締結日からしゅん功日までを含む期間を対象とする保証とす
る。

注意事項

令和6年06月21日（08時00分～20時00分）
令和6年06月24日（08時00分～17時00分）

電子入札



特記仕様書（フレックス工期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 主任技術者等の専任期間について 

１ 契約締結日から工事開始日の前日までの期間については、主任技術者又

は監理技術者の配置を要しない。 

２ 工事開始日から現場着手日までの期間（現場事務所の設置、資機材の搬

入又は仮設工事等が開始されるまでの期間）については、主任技術者又は

監理技術者の工事現場での専任を要しない。 

 

○ 工期について 

本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、

労働者確保等の準備を行うことができる余裕期間と通常工期を合わせた全体

工期を設定した工事であり、発注者が示した工事しゅん功期限までの間で、

受注者は工事の始期及び終期を任意に設定できる。なお、契約を締結するま

での間に、別記様式１により、工事の始期及び終期を通知すること。 

工事開始日までの余裕期間内は、現場に搬入しない資材等の準備を行うこ

とができるが、資材の搬入や仮設物の設置等、工事の着手を行ってはならな

い。なお、余裕期間内に行う準備は受注者の責により行うものとする。 

【全体工期】 

「契約締結期限日」から「令和７年１月 3 日」まで 

 

【積算上の通常工期】 

「契約締結期限日」から「令和６年１１月４日」まで 

 

※契約締結日から工事開始日の前日までの期間は、当該工事現場の管理は発

注者の責任において行う。 

※契約締結期限日とは、告示別表「13 契約締結に関する事項等」に示す契約

締結期限日のことをいう。 

 

○ 施工時期、工事期間等による補正について 

  本工事は、工事開始日を契約締結期限日と設定し、工期の設定及び積算を

行っている。 

受注者が設定した工期に基づく契約により増加する経費は、受注者の負担

とする。 

 

○ CORINS への登録について 

  技術者の従事期間は、実工期をもって登録するものとする。（余裕期間を

含まないことに留意するものとする。） 

 

○ 寒中コンクリート打設に係る防寒、加熱及び除雪費について 

寒中コンクリートの養生費及び除雪費は、契約の実工期内における妥当な工

程を契約締結期限日からの工程に置き換えて寒中コンクリートの養生及び除

雪の必要が認められる場合、協議の上、設計変更できるものとする。  

誤



特記仕様書（フレックス工期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 主任技術者等の専任期間について 

１ 契約締結日から工事開始日の前日までの期間については、主任技術者又

は監理技術者の配置を要しない。 

２ 工事開始日から現場着手日までの期間（現場事務所の設置、資機材の搬

入又は仮設工事等が開始されるまでの期間）については、主任技術者又は

監理技術者の工事現場での専任を要しない。 

 

○ 工期について 

本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、

労働者確保等の準備を行うことができる余裕期間と通常工期を合わせた全体

工期を設定した工事であり、発注者が示した工事しゅん功期限までの間で、

受注者は工事の始期及び終期を任意に設定できる。なお、契約を締結するま

での間に、別記様式１により、工事の始期及び終期を通知すること。 

工事開始日までの余裕期間内は、現場に搬入しない資材等の準備を行うこ

とができるが、資材の搬入や仮設物の設置等、工事の着手を行ってはならな

い。なお、余裕期間内に行う準備は受注者の責により行うものとする。 

【全体工期】 

「契約締結期限日」から「令和７年１月１１日」まで 

 

【積算上の通常工期】 

「契約締結期限日」から「令和６年１１月１２日」まで 

 

※契約締結日から工事開始日の前日までの期間は、当該工事現場の管理は発

注者の責任において行う。 

※契約締結期限日とは、告示別表「13 契約締結に関する事項等」に示す契約

締結期限日のことをいう。 

 

○ 施工時期、工事期間等による補正について 

  本工事は、工事開始日を契約締結期限日と設定し、工期の設定及び積算を

行っている。 

受注者が設定した工期に基づく契約により増加する経費は、受注者の負担

とする。 

 

○ CORINS への登録について 

  技術者の従事期間は、実工期をもって登録するものとする。（余裕期間を

含まないことに留意するものとする。） 

 

○ 寒中コンクリート打設に係る防寒、加熱及び除雪費について 

寒中コンクリートの養生費及び除雪費は、契約の実工期内における妥当な工

程を契約締結期限日からの工程に置き換えて寒中コンクリートの養生及び除

雪の必要が認められる場合、協議の上、設計変更できるものとする。  

正



2403008711

別表

電子入札

0 調達案件番号

1 工事（業務）番号

工事（業務）名

工事（履行）場所

工事（業務）内容

工期（履行期間）

電子入札案件区分

16

施行担当課

電話番号

6
入札参加資格の
申請及び審査 申請書等提出期限（日）

自己採点表：入札期間内に提出すること。※「16．注意事項」を参照するこ
と。
総合評価に係る技術資料：開札日の翌日まで（審査順１位の入札者のみ）

審査方式
総合評価落札方式（一括審査Ⅰ型・事後審査方式）（入札参加資格の確認は
落札を保留して行う。）

落札結果通知予定日 令和6年7月10日

入札期間（年月日）

開札予定日時

札幌市中央区北1条西2丁目　札幌市役所本庁舎14階財政局入札室

（入札日等訂正版）

24（下）第 0087 号

2403008711

2 工事（業務）概要

東部処理区福住２条４丁目ほか下水道新設工事

札幌市豊平区福住２条４丁目ほか

工事総延長　Ｌ＝280ｍ
１　管きょ工（管更生）Ｄ＝400～250ｍｍ　Ｌ＝280ｍ

この工事は、「余裕期間制度（フレックス方式）」による工事である。※詳
細は、「16.注意事項」を参照すること。

11
入札及び開札の日
時・場所等

電子入札システムによること。提出方法

令和6年06月25日　09時55分

場所

17
施行担当課及び
電話番号

下）事業推進部管路保全課

011-818-3451

※告示文及び入札説明書を参照すること。

※本工事は、入札者が作成した「自己採点表」に記された評価区分及びその得点に基づき
算出した総合評価点により審査順位及び審査対象者を決定する簡易確認方式の工事であ
る。

※全入札者は「自己採点表」を、指定する期間（11入札期間）に、電子入札システムによ
り提出（入札時に添付）するか、契約管理課あて持参の上提出（本庁舎14階財政局閲覧室
に投函）しなければならない。なお、本工事は一括審査方式の対象工事であるため、「自
己採点表」は、入札説明書で指定する対象工事の中で、入札を希望する工事のうち、最も
開札順の早い工事の入札時に提出（添付）すること。
※全入札者のうち電子入札を行う者は、入札時に自らの得点合計を電子入札システムによ
り申告しなければならない。
※開札後、審査順１位の入札者は申請書類等（直近の経営規模等評価結果通知書・総合評
定値通知書の写、消費税及び地方消費税免税事業者申出書を含む。なお、消費税及び地方
消費税免税事業者申出書は免税事業者である者のみが提出）を指定する期間（６申請書等
提出期限（日））に、契約管理課あて持参の上提出（本庁舎14階財政局閲覧室に投函）し
なければならない。

※本工事は、同一開札日の複数の工事において、技術評価に関する資料を共通化して審査
を行う一括審査方式の対象工事である。

※本工事は週休２日による施工の対象工事である。詳細は特記仕様書を参照すること。

※本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、労働者確
保等の準備を行うことができる余裕期間を設定した工事である（本工事における余裕期間
の取扱いについては、特記仕様書を確認すること。）。
工期は契約締結期限日から「令和7年01月01日」までの期間内で、落札者が申し出た期間と
する。
本工事の契約保証期間は、契約締結日からしゅん功日までを含む期間を対象とする保証と
する。

注意事項

令和6年06月21日　（08時00分～20時00分）
令和6年06月24日　（08時00分～17時00分）

電子入札



特記仕様書（フレックス工期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 主任技術者等の専任期間について 

１ 契約締結日から工事開始日の前日までの期間については、主任技術者又

は監理技術者の配置を要しない。 

２ 工事開始日から現場着手日までの期間（現場事務所の設置、資機材の搬

入又は仮設工事等が開始されるまでの期間）については、主任技術者又は

監理技術者の工事現場での専任を要しない。 

 

○ 工期について 

本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、

労働者確保等の準備を行うことができる余裕期間と通常工期を合わせた全体

工期を設定した工事であり、発注者が示した工事しゅん功期限までの間で、

受注者は工事の始期及び終期を任意に設定できる。なお、契約を締結するま

での間に、別記様式１により、工事の始期及び終期を通知すること。 

工事開始日までの余裕期間内は、現場に搬入しない資材等の準備を行うこ

とができるが、資材の搬入や仮設物の設置等、工事の着手を行ってはならな

い。なお、余裕期間内に行う準備は受注者の責により行うものとする。 

【全体工期】 

「契約締結期限日」から「令和６年 12 月 24 日」まで 

 

【積算上の通常工期】 

「契約締結期限日」から「令和６年 10 月 25 日」まで 

 

※契約締結日から工事開始日の前日までの期間は、当該工事現場の管理は発

注者の責任において行う。 

※契約締結期限日とは、告示別表「13 契約締結に関する事項等」に示す契約

締結期限日のことをいう。 

 

○ 施工時期、工事期間等による補正について 

  本工事は、工事開始日を契約締結期限日と設定し、工期の設定及び積算を

行っている。 

受注者が設定した工期に基づく契約により増加する経費は、受注者の負担

とする。 

 

○ CORINS への登録について 

  技術者の従事期間は、実工期をもって登録するものとする。（余裕期間を

含まないことに留意するものとする。） 

 

○ 寒中コンクリート打設に係る防寒、加熱及び除雪費について 

寒中コンクリートの養生費及び除雪費は、契約の実工期内における妥当な工

程を契約締結期限日からの工程に置き換えて寒中コンクリートの養生及び除

雪の必要が認められる場合、協議の上、設計変更できるものとする。  

誤

令和６年 12月 24日

令和６年 10月 25日



特記仕様書（フレックス工期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 主任技術者等の専任期間について 

１ 契約締結日から工事開始日の前日までの期間については、主任技術者又

は監理技術者の配置を要しない。 

２ 工事開始日から現場着手日までの期間（現場事務所の設置、資機材の搬

入又は仮設工事等が開始されるまでの期間）については、主任技術者又は

監理技術者の工事現場での専任を要しない。 

 

○ 工期について 

本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、

労働者確保等の準備を行うことができる余裕期間と通常工期を合わせた全体

工期を設定した工事であり、発注者が示した工事しゅん功期限までの間で、

受注者は工事の始期及び終期を任意に設定できる。なお、契約を締結するま

での間に、別記様式１により、工事の始期及び終期を通知すること。 

工事開始日までの余裕期間内は、現場に搬入しない資材等の準備を行うこ

とができるが、資材の搬入や仮設物の設置等、工事の着手を行ってはならな

い。なお、余裕期間内に行う準備は受注者の責により行うものとする。 

【全体工期】 

「契約締結期限日」から「令和７年１月１日」まで 

 

【積算上の通常工期】 

「契約締結期限日」から「令和６年 11 月２日」まで 

 

※契約締結日から工事開始日の前日までの期間は、当該工事現場の管理は発

注者の責任において行う。 

※契約締結期限日とは、告示別表「13 契約締結に関する事項等」に示す契約

締結期限日のことをいう。 

 

○ 施工時期、工事期間等による補正について 

  本工事は、工事開始日を契約締結期限日と設定し、工期の設定及び積算を

行っている。 

受注者が設定した工期に基づく契約により増加する経費は、受注者の負担

とする。 

 

○ CORINS への登録について 

  技術者の従事期間は、実工期をもって登録するものとする。（余裕期間を

含まないことに留意するものとする。） 

 

○ 寒中コンクリート打設に係る防寒、加熱及び除雪費について 

寒中コンクリートの養生費及び除雪費は、契約の実工期内における妥当な工

程を契約締結期限日からの工程に置き換えて寒中コンクリートの養生及び除

雪の必要が認められる場合、協議の上、設計変更できるものとする。  

正

令和７年 １月１日

令和６年 11 月２日



工事番号

工事区分

事業区分工事名

工事区分・工種・種別 単位 数量 数量増減 摘要

設計総括表（金抜き）

東部処理区福住2条4丁目ほか下水道新設工事 当    初 下水道事業

管路

　ﾏﾝﾎｰﾙ工
　
　 式         1    

　　組立ﾏﾝﾎｰﾙ工
　　
　　 式         1    

下水道分野共通

式         1    

　仮設工
　
　 式         1    

　　交通管理工
　　
　　 式         1    

直接工事費
　　　　　　　冬期屋外労務補正：補正なし　　　　　　　　　　　　

式         1    

共通仮設費

式         1    

　共通仮設費
　
　 式         1    

　　準備費
　　
　　 式         1    

　共通仮設費（率計上）
　　　　　　　工種区分：下水道工事（４）
　　　　　　　施工地域区分：大都市（２） 式         1    

純工事費

式         1    

　現場管理費
　　　　　　　率の冬期補正：適用なし　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　施工地域区分：大都市（２） 式         1    

工事原価

式         1    

                      札幌市下水道河川局- 2 -

誤



工事番号

工事区分

事業区分工事名

工事区分・工種・種別 単位 数量 数量増減 摘要

設計総括表（金抜き）

東部処理区福住2条4丁目ほか下水道新設工事 当    初 下水道事業

管路

　ﾏﾝﾎｰﾙ工
　
　 式         1    

　　組立ﾏﾝﾎｰﾙ工
　　
　　 式         1    

下水道分野共通

式         1    

　仮設工
　
　 式         1    

　　交通管理工
　　
　　 式         1    

直接工事費
　　　　　　　冬期屋外労務補正：補正なし　　　　　　　　　　　　

式         1    

共通仮設費

式         1    

　共通仮設費
　
　 式         1    

　　準備費
　　
　　 式         1    

　共通仮設費（率計上）
　　　　　　　工種区分：下水道工事（４）
　　　　　　　施工地域区分：大都市（２） 式         1    

純工事費

式         1    

　現場管理費
　　　　　　　率の冬期補正：適用あり（２級地）　　　　　　　　　
　　　　　　　施工地域区分：大都市（２） 式         1    

工事原価

式         1    

                      札幌市下水道河川局- 2 -

正



2403008811

別表

電子入札

0 調達案件番号

1 工事（業務）番号

工事（業務）名

工事（履行）場所

工事（業務）内容

工期（履行期間）

電子入札案件区分

16

施行担当課

電話番号

6
入札参加資格の
申請及び審査 申請書等提出期限（日）

自己採点表：入札期間内に提出すること。※「16．注意事項」を参照するこ
と。
総合評価に係る技術資料：開札日の翌日まで（審査順１位の入札者のみ）

審査方式
総合評価落札方式（一括審査Ⅰ型・事後審査方式）（入札参加資格の確認は
落札を保留して行う。）

落札結果通知予定日 令和6年7月10日

入札期間（年月日）

開札予定日時

札幌市中央区北1条西2丁目　札幌市役所本庁舎14階財政局入札室

（入札日等訂正版）

24（下）第 0088 号

2403008811

2 工事（業務）概要

豊平川処理区中の島２条７丁目ほか下水道新設工事

札幌市豊平区中の島２条７丁目ほか

工事総延長　Ｌ＝245ｍ
１　管きょ工（管更生）Ｄ＝300ｍｍ　Ｌ＝245ｍ

この工事は、「余裕期間制度（フレックス方式）」による工事である。※詳
細は、「16.注意事項」を参照すること。

11
入札及び開札の日
時・場所等

電子入札システムによること。提出方法

令和6年06月25日　09時50分

場所

17
施行担当課及び
電話番号

下）事業推進部管路保全課

011-818-3451

※告示文及び入札説明書を参照すること。
※本工事は、入札者が作成した「自己採点表」に記された評価区分及びその得点に
基づき算出した総合評価点により審査順位及び審査対象者を決定する簡易確認方式
の工事である。
※全入札者は「自己採点表」を、指定する期間（11入札期間）に、電子入札システ
ムにより提出（入札時に添付）するか、契約管理課あて持参の上提出（本庁舎14階
財政局閲覧室に投函）しなければならない。なお、本工事は一括審査方式の対象工
事であるため、「自己採点表」は、入札説明書で指定する対象工事の中で、入札を
希望する工事のうち、最も開札順の早い工事の入札時に提出（添付）すること。
※全入札者のうち電子入札を行う者は、入札時に自らの得点合計を電子入札システ
ムにより申告しなければならない。
※開札後、審査順１位の入札者は申請書類等（直近の経営規模等評価結果通知書・
総合評定値通知書の写、消費税及び地方消費税免税事業者申出書を含む。なお、消
費税及び地方消費税免税事業者申出書は免税事業者である者のみが提出）を指定す
る期間（６申請書等提出期限（日））に、契約管理課あて持参の上提出（本庁舎14
階財政局閲覧室に投函）しなければならない。

※本工事は、同一開札日の複数の工事において、技術評価に関する資料を共通化し
て審査を行う一括審査方式の対象工事である。

※本工事は週休２日による施工の対象工事である。詳細は特記仕様書を参照するこ
と。

※本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、労
働者確保等の準備を行うことができる余裕期間を設定した工事である（本工事にお
ける余裕期間の取扱いについては、特記仕様書を確認すること。）。
工期は契約締結期限日から「令和7年01月01日」までの期間内で、落札者が申し出
た期間とする。
本工事の契約保証期間は、契約締結日からしゅん功日までを含む期間を対象とする
保証とする。

注意事項

令和6年06月21日　（08時00分～20時00分）
令和6年06月24日　（08時00分～17時00分）

電子入札



特記仕様書（フレックス工期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 主任技術者等の専任期間について 

１ 契約締結日から工事開始日の前日までの期間については、主任技術者又

は監理技術者の配置を要しない。 

２ 工事開始日から現場着手日までの期間（現場事務所の設置、資機材の搬

入又は仮設工事等が開始されるまでの期間）については、主任技術者又は

監理技術者の工事現場での専任を要しない。 

 

○ 工期について 

本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、

労働者確保等の準備を行うことができる余裕期間と通常工期を合わせた全体

工期を設定した工事であり、発注者が示した工事しゅん功期限までの間で、

受注者は工事の始期及び終期を任意に設定できる。なお、契約を締結するま

での間に、別記様式１により、工事の始期及び終期を通知すること。 

工事開始日までの余裕期間内は、現場に搬入しない資材等の準備を行うこ

とができるが、資材の搬入や仮設物の設置等、工事の着手を行ってはならな

い。なお、余裕期間内に行う準備は受注者の責により行うものとする。 

【全体工期】 

「契約締結期限日」から「令和６年 12 月 24 日」まで 

 

【積算上の通常工期】 

「契約締結期限日」から「令和６年 10 月 25 日」まで 

 

※契約締結日から工事開始日の前日までの期間は、当該工事現場の管理は発

注者の責任において行う。 

※契約締結期限日とは、告示別表「13 契約締結に関する事項等」に示す契約

締結期限日のことをいう。 

 

○ 施工時期、工事期間等による補正について 

  本工事は、工事開始日を契約締結期限日と設定し、工期の設定及び積算を

行っている。 

受注者が設定した工期に基づく契約により増加する経費は、受注者の負担

とする。 

 

○ CORINS への登録について 

  技術者の従事期間は、実工期をもって登録するものとする。（余裕期間を

含まないことに留意するものとする。） 

 

○ 寒中コンクリート打設に係る防寒、加熱及び除雪費について 

寒中コンクリートの養生費及び除雪費は、契約の実工期内における妥当な工

程を契約締結期限日からの工程に置き換えて寒中コンクリートの養生及び除

雪の必要が認められる場合、協議の上、設計変更できるものとする。  

誤

令和６年 12月 24日

令和６年 10月 25日



特記仕様書（フレックス工期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 主任技術者等の専任期間について 

１ 契約締結日から工事開始日の前日までの期間については、主任技術者又

は監理技術者の配置を要しない。 

２ 工事開始日から現場着手日までの期間（現場事務所の設置、資機材の搬

入又は仮設工事等が開始されるまでの期間）については、主任技術者又は

監理技術者の工事現場での専任を要しない。 

 

○ 工期について 

本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、

労働者確保等の準備を行うことができる余裕期間と通常工期を合わせた全体

工期を設定した工事であり、発注者が示した工事しゅん功期限までの間で、

受注者は工事の始期及び終期を任意に設定できる。なお、契約を締結するま

での間に、別記様式１により、工事の始期及び終期を通知すること。 

工事開始日までの余裕期間内は、現場に搬入しない資材等の準備を行うこ

とができるが、資材の搬入や仮設物の設置等、工事の着手を行ってはならな

い。なお、余裕期間内に行う準備は受注者の責により行うものとする。 

【全体工期】 

「契約締結期限日」から「令和７年１月１日」まで 

 

【積算上の通常工期】 

「契約締結期限日」から「令和６年 11 月２日」まで 

 

※契約締結日から工事開始日の前日までの期間は、当該工事現場の管理は発

注者の責任において行う。 

※契約締結期限日とは、告示別表「13 契約締結に関する事項等」に示す契約

締結期限日のことをいう。 

 

○ 施工時期、工事期間等による補正について 

  本工事は、工事開始日を契約締結期限日と設定し、工期の設定及び積算を

行っている。 

受注者が設定した工期に基づく契約により増加する経費は、受注者の負担

とする。 

 

○ CORINS への登録について 

  技術者の従事期間は、実工期をもって登録するものとする。（余裕期間を

含まないことに留意するものとする。） 

 

○ 寒中コンクリート打設に係る防寒、加熱及び除雪費について 

寒中コンクリートの養生費及び除雪費は、契約の実工期内における妥当な工

程を契約締結期限日からの工程に置き換えて寒中コンクリートの養生及び除

雪の必要が認められる場合、協議の上、設計変更できるものとする。  

正

令和７年 １月１日

令和６年 11 月２日



工事番号

工事区分

事業区分工事名

工事区分・工種・種別 単位 数量 数量増減 摘要

設計総括表（金抜き）

豊平川処理区中の島2条7丁目ほか下水道新設工事 当    初 共通仮設費

共通仮設費

　　準備費
　　
　　 式         1    

　共通仮設費（率計上）
　　　　　　　工種区分：下水道工事（４）
　　　　　　　施工地域区分：大都市（２） 式         1    

純工事費

式         1    

　現場管理費
　　　　　　　率の冬期補正：適用なし　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　施工地域区分：大都市（２） 式         1    

工事原価

式         1    

　一般管理費等
　　　　　　　前払金支出割合：保証なし又は３５％超　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　契約保証補正：発注者が金銭的保証を必要とする場合　　　　　　　　 式         1    

工事価格

式         1    

消費税等相当額

式         1    

工事費計

式         1    

                    札幌市　下水道河川局- 4 -

誤



工事番号

工事区分

事業区分工事名

工事区分・工種・種別 単位 数量 数量増減 摘要

設計総括表（金抜き）

豊平川処理区中の島2条7丁目ほか下水道新設工事 当    初 共通仮設費

共通仮設費

　　準備費
　　
　　 式         1    

　共通仮設費（率計上）
　　　　　　　工種区分：下水道工事（４）
　　　　　　　施工地域区分：大都市（２） 式         1    

純工事費

式         1    

　現場管理費
　　　　　　　率の冬期補正：適用あり（２級地）　　　　　　　　　
　　　　　　　施工地域区分：大都市（２） 式         1    

工事原価

式         1    

　一般管理費等
　　　　　　　前払金支出割合：保証なし又は３５％超　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　契約保証補正：発注者が金銭的保証を必要とする場合　　　　　　　　 式         1    

工事価格

式         1    

消費税等相当額

式         1    

工事費計

式         1    

                    札幌市　下水道河川局- 4 -

正
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